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地
域
福
祉
の
第
一
線

を
担
っ
て
き
た
社

会
福
祉
法
人
は
、
こ
れ
ま

で
長
ら
く
社
会
福
祉
制
度

の
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
き
た
が
、
社
会
情

勢
や
地
域
社
会
の
変
化
に

よ
っ
て
岐
路
を
迎
え
て
い

る
。介

護
保
険
制
度
の
施
行

に
伴
い
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

主
体
も
社
会
福
祉
法
人
だ

け
で
な
く
民
間
企
業
、
住

民
団
体
な
ど
が
併
存
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
、「
イ

コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」

が
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
こ
れ
は
、
同
じ
介

護
業
界
で
社
会
福
祉
法
人

だ
け
に
認
め
ら
れ
て
い
る

優
遇
措
置
を
撤
廃
し
て
、

事
業
競
争
を
平
等
な
条
件

で
行
え
る
よ
う
に
す
る
、

と
い
う
も
の
。
具
体
的
に

は
、
社
会
福
祉
法
人
の
み

に
認
め
ら
れ
て
き
た「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
参

入
規
制
撤
廃
」な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

介
護
福
祉
経
営
士
の
出
番
が
や
っ
て
き
た
！

「
経
営
戦
略
、人
事
、財
務
の
管
理
部
門
を
」

社
会
福
祉
法
人
の
経
営
能
力
向
上
が
必
須
に

介
護
保
険
法
改
正
、
介
護
報
酬
改
定
の
施
行
を
半
年
後
に
控
え
て
、
介
護
福
祉
分
野
の
経
営
環
境
に
激
変
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
。介
護
保
険
を
め
ぐ
る
制
度

変
更
だ
け
で
な
く
、規
制
緩
和
等
を
め
ぐ
る
動
き
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。と
り
わ
け
象
徴
的
な
の
が「
社
会
福
祉
法
人
制
度
の
見
直
し
」だ
ろ
う
。介
護
福

祉
分
野
に
経
営
が
必
須
と
な
る
時
代
の
訪
れ
を
示
唆
し
て
お
り
、「
介
護
福
祉
経
営
士
」等
の
経
営
人
材
が
活
躍
す
る
機
会
が
急
速
に
広
が
り
そ
う
だ
。

2014年9月号
（2014年8月20日発売）

詳しくは　介護ビジョン　　検索

わかる・使える・明日が見える

●毎月20日発行
●定価：1,296円（税込）
●定期購読料：15,552円（税込）

政策に振り回されない
利用者本位の自律経営をめざせ

◇意見書：介護福祉経営こそ自立を！／三瓶　徹氏 社会福祉法人北海長正会　北広島リハビリセンター特養部四恩園総合施設長

◇処方箋1：政策後追い症候群—地域需要を見据えて政策に先駆けて体制を整備／
荒井信雄氏 株式会社さくらケア代表取締役社長×小室貴之氏 在宅療養支援楓の風グループ代表　ほか

人・モノ・カネ・
情報を網羅した
介護経営月刊誌

知恵と工夫と
創造力を発揮せよ！

QOL向上
プロジェクト

◆ 第2特集総力
特集

ま
た
、
近
年
で
は
社
会

福
祉
法
人
の
内
部
留
保
、

つ
ま
り“
黒
字
を
た
め
込

ん
で
い
る
”実
態
に
対
す

る
批
判
が
高
ま
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
社
会
福
祉
事

業
を
行
う
公
益
法
人
と
い

う
性
格
を
有
し
て
お
り
補

助
金
や
税
制
優
遇
を
受
け

て
い
な
が
ら
、
財
務
諸
表

の
公
表
が
進
ま
な
い
こ
と

も
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。

今
年
７
月
４
日
に
厚
生

労
働
省
の「
社
会
福
祉
法

人
の
在
り
方
等
に
関
す
る

検
討
会
」が
と
り
ま
と
め

た
報
告
書
で
は
、「
社
会

福
祉
法
人
制
度
見
直
し
に

お
け
る
論
点
」（
表
）を
掲

げ
て
お
り
、「
経
営
」の
重

要
性
を
強
調
す
る
。

た
と
え
ば「
②
法
人
組

織
の
体
制
強
化
」
で
は
、

社
会
福
祉
法
人
に
は「
経

営
戦
略
、
人
事
、
財
務
を

管
理
す
る
部
門
が
必
要
で

あ
る
」と
し
、
一
定
規
模

以
上
の
法
人
に
は
法
人
本

部
事
務
局
の
設
置
を
求
め

て
い
る
。
い
わ
ば
法
人
経

営
の
ブ
レ
ー
ン
と
な
る
部

署
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
、
法
人
経
営
に
現

場
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に「
職
員
出
身
の
理
事

の
登
用
」、
監
事
に
は
財

務
諸
表
を
確
認
で
き
る
者

と
す
る「
監
事
要
件
の
見

直
し
」な
ど
に
も
言
及
し

て
い
る
。
こ
れ
は
社
会
福

祉
の
現
場
に
精
通
し
な
が

ら
、
経
営
に
関
す
る
知
識

を
持
つ
人
材
が
求
め
ら
れ

る
と
い
う
意
味
だ
。

さ
ら
に
理
事
長
な
ど
経

営
者
の
資
質
・
能
力
の
向

上
を
図
る
た
め
に
、
関
係

団
体
等
に
よ
る「
経
営
能

力
向
上
の
た
め
の
研
修
等

の
拡
充
を
検
討
す
る
べ

き
」と
提
言
し
て
い
る
。

同
報
告
書
で
は
、
社
会

福
祉
法
人
の
合
併
や
事
業

譲
渡
等
に
よ
る
規
模
拡

大
、
協
働
化
に
つ
い
て
も

言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は

“「
地
域
に
お
け
る
公
益
的

な
活
動
」が
で
き
な
い
社

会
福
祉
法
人
は
淘
汰
さ
れ

る
”こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。こ

れ
か
ら
の
時
代
に
お

い
て
地
域
社
会
に
必
要
と

さ
れ
る
か
ど
う
か
。
介
護

福
祉
事
業
者
に「
経
営
」が

存
在
し
て
い
る
か
ど
う
か

が
、
行
方
を
左
右
し
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

制度依存症を治す	 つの処方箋

出典：「社会福祉法人制度の在り方について」
（社会福祉法人の在り方等に関する検討会）

【①地域における公益的な活動の推進】
ア　地域における公益的な活動の枠組み
イ　地域における公益的な活動の実施方法
ウ　地域における公益的な活動の実施促進
・資金使途の弾力化
・独自財源の確保の推進
・事業ごとの法令上の制約の見直し
・地域における公益的な活動をしない法人への対応

エ　地域住民の理解促進
・地域における公益的な活動の実施状況の
　公表・評価方法
・会計区分の策定

【②法人組織の体制強化】
ア　法人組織の機能強化
・法人組織の権限と責任の明確化
・評議員会の設置

イ　法人本部機能の強化方策
・法人本部機能の強化
・法人単位の資金管理

ウ　理事等の権限と責任の明確化、要件の見直し
・理事等の損害賠償責任等
・職員出身の理事の登用
・監事要件の見直し

エ　理事長の権限を補佐する仕組み
・経営委員会、執行役員会等の活用

【③法人の規模拡大・協働化】
ア　規模拡大のための組織体制の整備
・合併・事業譲渡手続の透明化
・分割の手続の検討
・理事会等の開催方法の柔軟化
・経営者の資質と能力の向上

イ　複数法人による事業の協働化
・法人間の役職員の相互兼務
・法人外への資金拠出の規制緩和
・社団的な連携
・社会福祉施設職員等退職手当共済制度の活用

【④法人運営の透明性の確保】
ア　社会福祉法人の財務諸表等の公表
イ　地域における活動についての公表
ウ　都道府県、国単位での情報集約
・都道府県や国で集約するシステムの構築
・補助金の額の情報公開

エ　経営診断の仕組みの導入
【⑤法人の監督の見直し】
（略）

表　社会福祉法人制度見直しにおける論点（抜粋）
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一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
福
祉
経
営
人
材
教
育
協
会
は
、
11
月
16
日（
日
）に
第
1
回「
介
護

福
祉
経
営
士
1
級
」資
格
認
定
試
験
を
実
施
す
る
。対
象
は「
介
護
福
祉
経
営
士
2
級
」の
資

格
認
定
を
受
け
た
同
会
正
会
員
。筆
記
試
験
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
合
格
後
に「
介
護
福
祉
経
営

士
」実
践
研
修
を
修
了
す
る
と
、「
介
護
福
祉
経
営
士
１
級
」に
認
定
さ
れ
る
。ま
た
、
同
日
は

第
５
回「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験
も
行
わ
れ
る
。受
験
申
し
込
み
は
10
月
28

日
ま
で
受
付
中
。

11月16日に初の「介護福祉経営士１級」試験
２級試験も同日実施、受験申し込みを受付中

介
護
福
祉
経
営
士
」

資
格
創
設
か
ら
１

年
半
あ
ま
り
、
初
の「
１

級
」誕
生
に
向
け
た
資
格

認
定
試
験
が
い
よ
い
よ
実

施
さ
れ
る
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
１

級
」
資
格
認
定
試
験
は
、

全
50
問（
80
分
）の
マ
ー
ク

シ
ー
ト
記
入
式
で
行
わ
れ

る
。
試
験
科
目
は
①
介
護

福
祉
経
営
概
論
、
②
介
護

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
③
事
務
管
理
／
人
事
・

労
務
管
理
、
④
介
護
福
祉

財
務
会
計
、
⑤
組
織
構
築
・

運
営
、
⑥
介
護
福
祉
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
経
営
戦

略
、
⑦
介
護
福
祉 

Ｉ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
、
⑧
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
⑨
医
療
・
介
護
福

祉
連
携
と
チ
ー
ム
介
護
、

⑩
介
護
事
故
と
安
全
管

理
、
⑪
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
⑫
総
合

問
題（
社
会
保
障
に
関
す

る
時
事
問
題
等
）の
12
科

目
。
①
～
⑪
は『
介
護
福

祉
経
営
士
テ
キ
ス
ト
シ

リ
ー
ズ
実
践
編（
全
11

巻
）』（
発
行
＝
日
本
医
療

企
画
）が
推
薦
教
材
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

同
試
験
は
、「
介
護
福

祉
経
営
士
２
級
」資
格
認

定
試
験
に
合
格
し
、
か
つ

資
格
認
定
を
受
け
た
正
会

員
が
対
象
。

合
格
後
は
、「
介
護
福

祉
経
営
士
」実
践
研
修
を

修
了
し
、
申
請
に
基
づ
く

審
査
を
経
て「
介
護
福
祉

経
営
士
１
級
」に
認
定
さ

れ
る
。
同
研
修
は
、「
介

護
福
祉
経
営
士
１
級
」に

必
要
な
経
営
課
題
に
つ
い

て
の
観
察
能
力
、
分
析
能

力
を
養
う
こ
と
が
目
的
。

同
会
指
定
の
研
修
施
設

で
、
①
講
義
、
②
視
察
、

③
演
習（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
）を
行
い
、
事
後
課
題

（
研
修
施
設
お
よ
び
受
講

者
の
勤
務
先
の
経
営
計

画
・
事
業
計
画
等
）を
提

出
す
る
。
い
わ
ば“
見
て
、

聴
い
て
、
語
っ
て
、
ま
と

め
る
”
と
い
う
ス
テ
ッ
プ

を
通
じ
て
、
課
題
抽
出
・

分
析
能
力
、
経
営
戦
略
を

立
案
す
る
能
力
を
養
う
研

修
。な

お
、
11
月
16
日
に
は

第
５
回「
介
護
福
祉
経
営

士
２
級
」資
格
認
定
試
験

も
実
施
さ
れ
る
。
全
40
問

（
60
分
）の
マ
ー
ク
シ
ー
ト

記
入
式
で
、
①
介
護
福
祉

政
策
概
論
、
②
介
護
福
祉

経
営
史
、
③
介
護
福
祉
関

連
法
規
、
④
介
護
福
祉
の

仕
組
み
、
⑤
高
齢
者
介
護

と
介
護
技
術
の
進
歩
、
⑥

介
護
福
祉
倫
理
学
、
⑦
医

療
を
知
る
、
⑧
介
護
報
酬

制
度
／
介
護
報
酬
請
求
事

務
、
⑨
介
護
福
祉
産
業
論
、

⑩
多
様
化
す
る
介
護
福
祉

サ
ー
ビ
ス
―
の
10
科
目
。

同
試
験
の
受
験
は
年
齢
、

保
有
資
格
、
職
種
等
の
受

験
要
件
は
一
切
な
い
。

受
験
の
申
込
は
１
級
、

２
級
と
も
に
同
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト（http://www.

nkfk.jp

）で
10
月
28
日
ま

で
受
付
中
。

「
民
間
会
議
」が
９
月
か
ら
全
14
回
の
公
開
講
座
を
開
始

医
療
、
介
護
保
険
制
度

の
研
究
者
や
病
院
、
介
護

施
設
関
係
者
ら
で
構
成
す

る「
医
療
・
介
護
の
安
全

保
障
を
推
進
す
る
民
間
会

議
」（
代
表
＝
水
巻
中
正
・

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学

院
教
授
）は
９
月
25
日
か

ら
14
回
に
わ
た
っ
て
公
開

講
座
を
開
く
。
テ
ー
マ
は

「
医
療
・
介
護
の
安
全
保

障
―『
東
京
宣
言
』の
意
義

と
日
本
人
の
英
知
、
使
命

―
」。
講
師
に
は
一
般
社

団
法
人
日
本
介
護
福
祉
経

営
人
材
教
育
協
会
理
事
の

時
田
純
・
社
会
福
祉
法
人

小
田
原
福
祉
会
理
事
長
ほ

か
、
医
療
、
介
護
関
係
者

や
省
庁
の
担
当
者
ら
を
講

師
と
し
て
招
く
。

主
会
場
は
国
際
医
療
福

祉
大
学
大
学
院
東
京
青
山

キ
ャ
ン
パ
ス
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
同
時
中
継
も
行

う
。
お
問
い
合
せ
は
同
大

学
院
乃
木
坂
ス
ク
ー
ル
事

務
局
＝
☎
０
３-

６
４
０

６-

８
６
２
１
＝
ま
で
。

http://w
w

w
.iuhw

.ac.jp/
daigakuin/nogizaka/

介
護
福
祉
業
界
の
ト
レ

ン
ド
と
経
営
の
ポ
イ
ン
ト

を
ま
と
め
た『
介
護
経
営

白
書
２
０
１
４
︱
２
０
１

５
年
版
』が
日
本
医
療
企

画
よ
り
発
行
さ
れ
た
。
編

集
委
員
代
表
は
、
一
般
社

団
法
人
日
本
介
護
福
祉
経

営
人
材
教
育
協
会
の
江
草

安
彦
代
表
理
事
。

テ
ー
マ
は「
介
護
の
使

命
と
将
来
像
―
地
域
包
括

ケ
ア
時
代
の『
人
づ
く

り
』」。
人
口
減
少
、
人
材

争
奪
時
代
に
お
い
て
求
め

ら
れ
る
介
護
人
材
像
お
よ

び
人
材
育
成
の
あ
り
方
を

多
角
的
に
検
証
。
介
護
の

使
命
と
将
来
を
展
望
し
て

© Paylessimages - Fotolia.com

『
介
護
経
営
白
書
』最
新
版

介
護
の
使
命
と
将
来
像
、地
域
包
括
ケ
ア
時
代
の「
人
づ
く
り
」を
検
証

い
る
。

特
別
対
談「
地
域
包
括

ケ
ア
の
要
と
な
る
医
療
と

介
護
の
連
携
と
は
」（
鈴
木

邦
彦
・
日
本
医
師
会
介
護

保
険
担
当
常
任
理
事
×
青

木
正
人
・
株
式
会
社
ウ
エ

ル
ビ
ー
代
表
取
締
役
）な

ど
を
掲
載
。
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
地
域

密
着
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
事
例
の
レ

ポ
ー
ト
も
参
考
に
な
る
。

Ｂ
５
判
並
製
、２
１
６
ペ
ー
ジ

定
価
４
０
０
０
円
＋
税

	 http://www.jmp.co.jp/お問い合わせ先／（株）日本医療企画  〒101-0033  東京都千代田区神田岩本町4-14  神田平成ビル  TEL：03-3256-2862  FAX：03-3256-2865

●関東支社☎03-3256-2885●関西支社☎06-7660-1761●九州支社☎092-418-2828●北信越支社☎076-231-7791●中部支社☎052-209-5451●北海道支社☎011-223-5125

介護福祉経営に必要な知識を体系的に習得
できる「介護福祉経営士テキスト」シリーズ（全
21巻）。介護・医療の現場、教育現場、経
営の実務に携わり、各分野の第一線で活躍
する執筆陣によってまとめられた本シリーズ
は、一般社団法人日本介護福祉経営人材教
育協会より「介護福祉経営士」資格認定試験
推薦テキストとして採用されています。

「介護福祉経営士」資格認定試験合格に向けた学習教材

「介護福祉経営士テキスト」シリーズ（全21巻）
■ 総監修（50音順）

江草安彦
社会福祉法人旭川荘名誉理事長
川崎医療福祉大学名誉学長

大橋謙策
公益財団法人テクノエイド協会理事長
元・日本社会事業大学学長

北島政樹
国際医療福祉大学学長

■ 体　裁：各巻 B5判／1C
■ 定　価：各巻2,500円＋税

【全21巻セット】 または 【基礎編10巻セット】をご購入の方に、
介護福祉経営士２級資格認定試験対策 ――合格サポートブック――を進呈

『合格サポートブック』とは
・「介護福祉経営士テキスト」基礎編（10巻）の各巻の重要ポイントの解
説を掲載

・予想問題を掲載
・第1回「介護福祉経営士2級」資格認定試験で実際に出題された問題
の一部を掲載　※解説は（株）日本医療企画によるものです

「介護福祉経営士」資格認定試験対応　日本介護福祉経営人材教育協会　推薦テキスト
キャンペーン 2014 年11月16日まで ！

好評につき延長 ！
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■ 体裁：各巻 B5判／1C　■ 定価：各巻2,500円＋税

合格者の声「介護福祉経営士」をこう活用する！
「介護福祉経営士2級」は、これまで計4回の資格認定試験で、総勢599名の合格者が誕生しました。
介護施設・事業所、企業などから多くの方々が受験し、合格しています。どのような目的で受験し、
どのように「介護福祉経営士」の資格を業務に活かそうと考えているのか、合格者に話を聞きました。

© arkgarden- Fotolia.com

介
護
福
祉
の
仕
事
に
従
事
す
る

な
か
で
、「
介
護
事
業
所
の
安
定

し
た
事
業
経
営
が
、
地
域
で
生
活

す
る
高
齢
者
の
安
心
に
繋
が
る
」

と
感
じ
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
地
域
の
住
民
や
介
護

事
業
所
と
か
か
わ
る
機
会
が
多
い

私
た
ち
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
、
介
護
事
業
所
と
の
連

携
を
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ

り
現
実
的
な「
地
域
包
括
ケ
ア
」の

実
現
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し

た
。考
え
を
実
行
に
移
す
た
め
に
、

介
護
福
祉
経
営
の
知
識
と
実
践
力

を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
思

い「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
受
験
を

決
意
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
介
護
福
祉
経
営
士
を

通
じ
人
脈
を
広
げ
て
い
き
情
報
を

共
有
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
こ

で
得
た
知
識
や
情
報
を
地
域
に
落

と
し
込
み
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
資
源

を
活
用
す
る
こ
と
で
高
齢
者
が
安

心
し
て
住
む
こ
と
が
可
能
な
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
社
会
福
祉
士
や
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
介
護
関
連
の

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
で
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
を
し
て
き
ま
し
た
。

３
年
前
、
現
在
の
部
署
に
異
動

し
、
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
と
は
違
い
、
職
員

の
育
成
や
実
地
指
導
対
策
な
ど
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
機
会
が
増
え

た
た
め
、
介
護
経
営
の
知
識
と
実

践
力
を
身
に
つ
け
た
い
と
思
い
、

「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
受
験
を
決

意
し
ま
し
た
。

試
験
学
習
で
は
、
ま
ず「
介
護

福
祉
経
営
士
テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー

ズ
」を
一
通
り
読
み
、合
格
サ
ポ
ー

ト
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
試
験
問
題
に

慣
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
介
護
福
祉
経
営
士
の

研
究
会
な
ど
に
参
加
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
研
究
会
な
ど
で
学
ん

だ
知
識
を
活
か
し
、
法
人
内
の
介

護
職
員
の
定
着
率
向
上
や
後
継
者

の
育
成
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い

で
す
。

経
営
に
興
味
が
あ
り
、
福
祉
分

野
で
知
識
を
活
か
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
介
護
福
祉
経
営
士

を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、『
介
護

経
営
白
書
２
０
１
３
年
度
版
』に

掲
載
さ
れ
た
記
事
で
し
た
。
介
護

経
営
を
学
ぶ
絶
好
の
機
会
と
思

い
、
受
験
を
決
意
し
ま
し
た
。

学
習
期
間
が
1
カ
月
程
度
と
短

か
っ
た
た
め
、「
介
護
福
祉
経
営

士
テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
」付
録
の

合
格
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
を
参
照
し

て
、
テ
キ
ス
ト
の
該
当
す
る
箇
所

を
確
認
し
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。

受
験
を
通
じ
て
、
あ
る
事
象
の

一
部
分
ば
か
り
に
注
視
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
歴
史
も
含
め
て
幅
広

い
視
野
を
も
つ
こ
と
の
重
要
性
を

学
び
ま
し
た
。

私
は
、
現
場
経
験
が
少
な
い
た

め
、
介
護
福
祉
経
営
士
を
通
じ
て

得
た
知
識
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が

ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
を
把

握
し
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
め
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設
の
現
場

リ
ー
ダ
ー
か
ら
、
新
た
に
介
護
事

業
を
立
ち
上
げ
る
会
社
に
転
職

し
、
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
開

設
か
ら
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
老
健

施
設
で
は
自
分
の
チ
ー
ム
の
仕
事

さ
え
こ
な
せ
ば
良
か
っ
た
の
で
す

が
、現
在
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

管
理
職
な
の
で
自
分
で
情
報
を
集

め
て
ス
タ
ッ
フ
に
発
信
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
知
識

や
能
力
を
磨
く
方
法
を
探
し
て
い

た
ら「
介
護
福
祉
経
営
士
」に
出
会

い
受
験
を
決
意
し
ま
し
た
。

私
が
現
職
に
就
い
た
の
は
、
社

長
と
理
念
が
合
致
し
た
か
ら
。
こ

れ
か
ら
の
介
護
現
場
の
管
理
者
に

は
、理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
る
力
、

そ
れ
を
実
現
で
き
る
知
識
・
技
術

が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

小
規
模
デ
イ
は
開
設
か
ら
１
年

で
、
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
始
め

た
と
こ
ろ
。
来
年
に
は
認
知
症
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
も
控
え
て

い
る
の
で
、
学
ん
だ
知
識
を
存
分

に
生
か
し
た
い
で
す
ね
。

高
齢
者
の
安
心
に
つ
な
が
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
」を
実
現
さ
せ
た
い

山や
ま
も
と本 

武た

け

る尊

山
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
埼
玉
県
）

相
談
員（
社
会
福
祉
士
・
介
護
支
援
専
門
員
）

介
護
経
営
の
知
識
を
実
務
に
活
か
し

高
齢
者
が
安
心
し
て
住
め
る
地
域
を
つ
く
り
た
い

山や

ま

だ田 

泰や

す

し士

社
会
福
祉
法
人
金
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会（
石
川
県
）

金
沢
福
祉
用
具
情
報
プ
ラ
ザ　

事
務
員

法
人
内
の
職
員
定
着
率
の
向
上
や

後
継
者
の
育
成
に
貢
献
し
た
い

志し

か

た方 

史ふ

み

お生

社
会
福
祉
法
人
八
千
代
美
香
会（
千
葉
県
）

八
千
代
・
習
志
野
エ
リ
ア
介
護
相
談
事
業
所　

セ
ン
タ
ー
長

理
念
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
る
力
と

実
現
で
き
る
知
識
、技
術
を
磨
く

草く

さ

の野　

学ま
な
ぶ

株
式
会
社
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ 

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ（
福
島
県
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
処「
あ
し
び
」生
活
相
談
員

「介護福祉経営士2級」資格認定試験
第4回 2014年17月13日（日）
第5回 2014年11月16日（日）
第6回 2015年12月15日（日）

http://www.nkfk.jp/

	 「介護福祉経営士」1・2級	
日本の未来を創る
介護福祉分野の新資格

試験会場：札幌・仙台・東京・名古屋・金沢・大阪・福岡ほか（予定）

●試験時間／60分
●出題問数／40問
●�出題形式／多肢選択式・

マークシート記入

主催：一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会

介護福祉経営士 検索

試験のお申し込み・お問い合わせ・資料請求はウェブで……

資格認定試験
2014年度試験日程

終了
「介護福祉経営士1級」資格認定試験
第1回（ 筆 記 ） 2014年11月16日（日）

「介護福祉経営士1級」資格認定試験は、同2級資格認定を受けることが受験要件となります。筆
記試験を合格後、「実践研修」の修了を経て「介護福祉経営士1級」への資格認定変更を行います。
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【
関
東
支
部
】

東
北
で
初
開
催 

医
療
経
営
士
と
の
合
同
研
究
会

８
月
２
日
、
宮
城
県
仙

台
市
に
て
、
東
北
地
方
で

は
初
と
な
る
、
医
療
経
営

士
と
介
護
福
祉
経
営
士
の

合
同
研
究
会
を
開
催
。
東

北
全
域
よ
り
医
療
経
営

士
・
介
護
福
祉
経
営
士
が

集
ま
り
、
医
療
と
介
護
の

問
題
点
を
共
通
認
識
す
る

機
会
と
な
っ
た
。

日
本
医
療
経
営
実
践
協

会
関
東
支
部
・
宮
城
研
究

会
代
表
世
話
人
の
山
本
仁

治
氏（
株
式
会
社
日
医

リ
ー
ス
）と
一
般
社
団
法

人
日
本
介
護
福
祉
経
営
人

材
教
育
協
会
東
北
支
部
理

事
就
任
予
定
の
齊
藤
淳
氏

（
社
会
福
祉
法
人
楽
晴
会
）

に
よ
る
挨
拶
の
の
ち
、
研

究
会
は
ス
タ
ー
ト
。

株
式
会
社
医
療
経
営
研

究
所
の
田
中
護
氏（
医
療

経
営
士
３
級
）と
森
本
巡

氏
が
、「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
展
望

を
探
る
！
」を
テ
ー
マ
に

講
演
。
地
域
で
求
め
ら
れ

る
病
床
機
能
を
選
択
し
、

自
院
の
立
ち
位
置
を
明
確

に
す
る
こ
と
の
重
要
性

と
、
地
域
医
療
の
実
情
を

把
握
す
る
具
体
的
な
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
手
法

や
、
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
を
例
に
、

事
業
計
画
や
資
金
繰
り
な

ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

事
例
を
紹
介
。
成
功
す
る

事
業
所
と
失
敗
す
る
事
業

所
の
特
徴
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

参
加
者
か
ら
は「
他
施

設
の
運
営
事
例
に
つ
い
て

も
学
び
た
い
」、「
地
域
包

括
ケ
ア
病
床
の
動
向
に
つ

い
て
の
情
報
が
不
足
し
て

い
る
の
で
、
聞
い
て
み
た

い
」と
い
う
声
が
聞
か
れ

た
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
の

必
要
性
を
学
ぶ

関
東
支
部
は
７
月
31

日
、「
第
４
回
介
護
経
営

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
～
介

護
事
業
の
基
礎
力
を
鍛
え

る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経

営
」を
開
催
、
８
人
が
参

加
し
た
。瀬
戸
恒
彦
氏（
公

益
社
団
法
人
か
な
が
わ
福

祉
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
理
事

長
）を
講
師
に
招
き
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
何

か
、
組
織
が
発
展
す
る
た

め
に
な
ぜ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
が
必
要
な
の
か
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
を

実
践
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
等
に
つ
い
て
、
事
例
を

交
え
な
が
ら
講
義
を
行
っ

た
。参

加
者
か
ら
は「
法
令

の
重
要
性
や
管
理
者
と
し

て
の
責
任
を
再
確
認
で
き

た
」、「
社
会
貢
献
を
一
番

に
考
え
て
組
織
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
」等
の
声

が
聞
か
れ
、
仕
事
を
通
し

て
社
会
貢
献
を
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。

会
員
同
士
の
意
見
交
換
会 

「
介
護
福
祉
経
営
ラ
ウ
ン
ジ
」

関
東
支
部
は
、
介
護
福

祉
経
営
士
会
員
同
士
の
意

見
交
換
の
機
会
を
設
け
る

目
的
で
、
新
た
な
研
究
会

「
介
護
福
祉
経
営
ラ
ウ
ン

ジ
」を
ス
タ
ー
ト
。
８
月

７
日
に
第
１
回
を
開
催
し

た
。
初
回
は
９
人
が
参
加

し
、
同
日
行
わ
れ
た
社
会

保
障
審
議
会
介
護
給
付
費

分
科
会
に
お
い
て
議
題
と

な
っ
た
、
介
護
老
人
保
健

施
設
、
介
護
療
養
型
医
療

施
設
の
現
状
を
テ
ー
マ

に
、
活
発
な
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
今
後
も
タ
イ
ム

リ
ー
な
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
最
新
情
報
を
提
供
し

て
い
く
。

【
東
海
支
部
】

カ
ー
ド
を
使
っ
た
コ
ー
チ

ン
グ
で
指
導
力
を
養
う

７
月
16
日
、
後
藤
美
香

氏（
ア
ラ
イ
ブ
・
ワ
ン
代

表
）を
講
師
に
迎
え
、「
第

２
回
介
護
経
営
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
究
会
」を
開
催
。

26
人
が
参
加
し
た
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
実
践
的
な
コ
ー
チ
ン
グ

は
、
参
加
者
か
ら「
こ
れ

ほ
ど
使
え
る
コ
ー
チ
ン
グ

は
な
い
」と
大
絶
賛
。
今

後
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
カ
ー
ド
の
活
用
方
法
の

講
座
も
定
期
的
に
開
催
し

て
い
く
予
定
だ
。

【
関
西
支
部
】

在
宅
復
帰
率
の
達
成
に 

つ
い
て
意
見
交
換

「
医
療
経
営
士
・
介
護
福

祉
経
営
士
関
西
支
部
合
同

勉
強
会
」を
７
月
26
日
に

開
催
。
関
西
、
中
国
、
四

国
の
介
護
福
祉
経
営
士
ら

約
50
人
が
参
加
し
、
在
宅

復
帰
率
の
達
成
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

坪
茂
典
氏（
社
会
医
療

法
人
愛
仁
会
本
部
介
護
福

祉
事
業
部
長
）に
よ
る
講

演
で
は
、
同
法
人
が
運
営

す
る
施
設
の
入
院
・
入

所
、
退
院
・
退
所
経
路
に

関
す
る
統
計
資
料
が
示
さ

れ
、
参
加
者
の
関
心
を
集

め
た
。
ま
た
、
懇
親
会
で

は
参
加
者
が
近
況
報
告

し
、
交
流
を
深
め
た
。

【
九
州
支
部
】

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

介
護
事
業
戦
略
」「
実
地
指
導

へ
の
対
応
」を
研
究

介
護
福
祉
経
営
研
究
会

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
」第
８
回（
６

月
１
日
）は
馬
場
博
氏（
一

般
社
団
法
人
Ｃ
・
Ｃ
・
Ｎ

Ｅ
Ｔ
）講
師
に
迎
え
、「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

介
護
事
業
戦
略
」を
研
究
。

馬
場
氏
は「
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
と
人
事
シ
ス
テ
ム
の
再

構
築
を
図
り
、
事
業
の
多

角
化
を
進
め
る
こ
と
で
選

ば
れ
る
事
業
所
に
な
る
」

と
強
調
し
た
。

第
９
回 

（
７
月
26
日
）

の
講
師
は
小
濱
道
博
氏

（
小
濱
介
護
経
営
事
務
所

代
表
）。「
実
地
指
導
の
目

的
は
取
り
締
ま
り
で
は
な

く
、
事
業
者
の
理
解
度
を

確
認
す
る
こ
と
。
不
明
な

点
は
放
置
せ
ず
、
法
令
を

理
解
す
る
姿
勢
が
重
要
」

と
説
明
。
加
算
要
件
の
間

違
い
は
過
誤
申
請
を
提
出

す
る
こ
と
で
訂
正
が
可
能

で
あ
る
な
ど
、
具
体
的
な

対
策
を
紹
介
し
た
。

お問い合わせ先　【事務局】　一般社団法人 日本医療経営実践協会　☎０３-５２９６-１９３３　http://www.jmmpa.jp/seminar/zenkokutaikai/3/

地域をデザインする医療経営士
―医療機関の大変革期 活路を切り開く提案―

医療・介護に留まらない
拡大連携のビジョン

第3回
全国医療経営士
実践研究大会
京都大会

2014年
11月2日（日）・3日（月・祝）
2014年
11月2日（日）・3日（月・祝）

●会　場＝メルパルク京都
（ＪＲ京都駅前 烏丸中央口駅前ロータリー東側に隣接）

●大会運営委員長
清水 鴻一郎
衆議院議員
京都私立病院協会会長
日本医療経営実践協会関西支部支部長
医療法人清水会理事長

事前参加登録受付中！
今なら早期割引料金です（10月3日まで！）
日本介護福祉経営人材教育協会会員および会員申請者
15,000円（20,000円）
※２日間参加の場合　 ※（　）は、通常料金




